
問	

合
併
後
の
各
部
に
お
い
て
取
り

組
ん
で
き
た
重
点
施
策
と
、
合
併
特

例
債
の
有
効
活
用
を
視
野
に
入
れ
た
、

今
後
取
り
組
む
べ
き
と
考
え
る
重
点

施
策
は
。（
限
ら
れ
た
時
間
で
効
率
よ

く
実
施
す
る
た
め
に
は
、
全
体
計
画

が
必
要
と
考
え
る
が
。）

答	

各
部
の
主
な
施
策
は
、
行
財
政

改
革
の
推
進
、
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
事
業
、
庁

舎
建
設
、
防
災
体
制
の
充
実
、
子
育

て
支
援
の
充
実
、
特
定
健
診
及
び
保

健
指
導
事
業
の
推
進
、
乳
幼
児
医
療

費
助
成
、
地
域
支
援
事
業
、
中
山
間

地
対
策
、
道
路
交
通
網
の
整
備
、
橋

梁
の
長
寿
命
化
事
業
、
学
校
施
設
整

備
事
業
等
で
あ
り
、
健
全
な
財
政
運

営
を
図
り
な
が
ら
取
り
組
む
。

問	

教
育
基
本
法
が
約
六
十
年
ぶ
り

に
改
正
さ
れ
、
道
徳
教
育
や
公
教
育

の
推
進
等
が
盛
り
込
ま
れ
た
が
、
そ

れ
ら
に
配
慮
し
た
教
育
振
興
計
画
策

定
へ
の
取
組
は
。
ま
た
歴
史
教
育
の

一
環
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の

忠
魂
碑
に
つ
い
て
訪
問
学
習
の
場
と

し
て
は
ど
う
か
。

答	

生
き
る
力
と
豊
か
な
心
を
育
む

学
校
教
育
の
推
進
、
豊
で
活
力
あ
る

生
涯
学
習
社
会
の
構
築
等
を
目
指
し
、

教
育
振
興
計
画
を
立
て
て
い
く
。
忠

魂
碑
に
つ
い
て
は
、
今
後
県
教
委
と

も
協
議
し
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問	

徳
島
中
央
広
域
連
合
の
負
担
金

の
動
向
と
職
員
の
状
況
は
、
旧
町
間

の
偏
在
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

答	

平
成
二
十
年
度
の
阿
波
市
の
負

担
金
は
五
億
九
百
四
十
四
万
円
、
職

員
数
は
事
務
局
を
含
め
百
二
十
六
名

で
、
旧
町
間
の
偏
在
は
あ
る
。

問	

災
害
時
の
危
機
管
理
に
つ
い
て
、

北
島
町
で
進
め
て
い
る
ケ
ー
ブ
ル

テ
レ
ビ
に
つ
な
ぐ
キ
ャ
ッ
ト
フ
ィ
ッ

シ
ュ
は
、
地
震
が
来
る
前
に
音
声
で

放
送
が
出
来
る
そ
う
で
あ
る
。

答	

地
震
の
発
生
検
知
か
ら
到
達
ま

で
に
数
秒
か
ら
数
十
秒
か
か
る
と
い

わ
れ
て
い
る
。
こ
の
間
に
警
戒
情
報

な
ど
を
発
す
る
こ
と
で
、
被
害
を
減

殺
で
き
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
も
の

で
あ
る
。
市
と
し
て
は
、
そ
う
い
っ

た
対
応
を
現
段
階
で
は
し
て
い
な
い
。

今
後
見
直
し
の
中
で
検
討
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

問	
キ
ャ
ッ
ト
フ
ィ
ッ
シ
ュ
は
親
子

あ
り
、
親
機
は
一
万
三
千
円
余
り
、

子
機
は
八
千
円
余
り
、
工
事
費
は
要

ら
な
い
そ
う
で
あ
る
。

答	

親
子
で
二
万
千
円
と
聞
い
て
い

る
。
緊
急
地
震
速
報
事
前
感
知
に
つ

い
て
、
メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト
が

あ
る
よ
う
で
、
防
災
計
画
と
合
わ
せ

て
慎
重
に
内
部
で
検
討
し
た
い
。

問	

温
暖
化
対
策
に
つ
い
て
、
農
業

は
年
間
を
通
じ
て
農
地
を
百
％
活
用
。

ま
た
、
市
内
の
小
中
学
校
の
全
生
徒

に
温
暖
化
に
つ
い
て
の
教
育
を
。

答	

常
に
こ
の
問
題
に
つ
い
て
実
施

し
て
い
る
。
電
灯
、
水
道
、
給
食
の

残
滓
を
少
な
く
す
る
な
ど
省
エ
ネ
に

努
め
て
い
る
。
中
学
校
で
は
教
科
の

中
で
取
り
組
ん
で
い
る
。
ま
た
農
地

銀
行
活
動
を
活
発
化
し
、
遊
休
農
地

の
掘
り
起
こ
し
に
力
を
入
れ
た
い
。

問	

現
在
市
が
推
進
し
て
い
る
各
種

事
業
に
対
応
し
て
い
る
専
門
職
員
数

と
、
各
課
に
ど
う
配
置
さ
れ
て
い
る

か
。
特
に
公
共
工
事
関
係
に
対
応
出

来
る
専
門
技
術
職
員
に
つ
い
て
。

答	

工
事
関
係
、
特
に
土
木
建
築
の

専
門
学
科
卒
業
と
、
技
術
資
格
・
免

許
取
得
状
況
は
、
土
木
関
係
が
十
七

名
、
建
築
関
係
が
三
名
、
他
の
工
業

専
門
関
係
職
員
が
三
名
で
、
各
課
の

専
門
職
員
の
状
況
は
、
事
務
分
掌
に

関
係
な
く
配
置
さ
れ
て
い
る
。

問	

今
後
市
が
推
進
す
る
公
共
工
事

に
関
し
、
十
月
か
ら
の
電
子
入
札
の

試
行
と
、
平
成
二
十
年
度
の
工
事
請

負
に
関
す
る
各
種
要
綱
の
見
直
し
計

画
に
つ
い
て
、
今
後
三
年
間
、
国
の

特
別
措
置
に
よ
り
耐
震
事
業
に
高
率

補
助
が
決
定
さ
れ
、
本
市
に
お
い
て

も
事
業
量
が
増
す
と
予
想
す
る
が
、

市
内
業
者
育
成
に
、
大
規
模
工
事
に

つ
い
て
は
Ｊ
Ｖ
（
共
同
企
業
体
）
方

式
を
取
り
入
れ
て
は
ど
う
か
。

答	

阿
波
市
内
の
業
者
と
特
定
建
設

業
許
可
を
持
つ
市
外
の
業
者
と
の
Ｊ

Ｖ
は
可
能
と
考
え
ら
れ
、
今
後
十
分

調
査
し
、
入
札
制
度
改
善
検
討
委
員

会
で
、
最
低
制
限
価
格
も
含
め
て
十

分
検
討
す
る
。

問	

阿
波
市
消
防
団
の
無
線
に
つ
い

て
統
一
す
べ
き
で
な
い
か
。

答	

電
波
法
の
許
可
期
限
が
あ
る
が
、

統
一
化
に
向
け
て
特
例
債
も
含
め
て

検
討
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

問	

音
声
告
知
器
は
、
防
災
行
政
無

線
と
同
じ
機
能
な
の
か
。

答	

音
声
告
知
器
は
、
停
電
や
、
電

柱
が
倒
壊
し
光
ケ
ー
ブ
ル
が
切
断
し

た
場
合
な
ど
は
使
用
で
き
な
い
。

問	

柿
原
堰
周
辺
の
観
光
開
発
の
進

捗
状
況
は
。

答	

国
交
省
よ
り
連
絡
が
あ
り
、
左

岸
堤
防
管
理
堤
を
除
い
て
幅
員
約
四

ｍ
、
延
長
約
百
ｍ
、
側
帯
を
駐
車
ス

ペ
ー
ス
と
し
て
有
効
活
用
を
し
て
も

よ
い
と
内
諾
を
い
た
だ
い
た
。

問	

耐
震
補
強
緊
急
五
か
年
計
画
の

情
報
開
示
と
、
実
行
可
能
な
の
か
。

答	

二
十
一
年
度
は
阿
波
中
、
土
成

小
、
林
小
、
久
勝
小
、
二
十
二
年
度

は
一
条
小
、
柿
原
小
、
八
幡
小
、
市

場
小
、
大
俣
小
を
計
画
。
完
成
し
て

い
る
伊
沢
小
を
含
め
計
十
二
校
を
計

画
。
全
体
計
画
の
全
部
を
実
行
と
い

う
の
は
非
常
に
困
難
で
あ
る
。

問	

市
外
業
者
に
も
頼
ら
ざ
る
を
得

な
い
案
件
に
お
い
て
、
市
内
業
者
の

育
成
を
ど
う
図
る
の
か
。

答	

大
型
発
注
工
事
に
つ
い
て
、
県

の
格
付
、
発
注
の
金
額
、
こ
れ
を
ク

リ
ア
す
る
の
に
ど
う
し
た
ら
い
い
の

か
、
検
討
だ
け
で
は
困
る
と
い
う
こ

と
は
十
分
承
知
し
て
い
る
。

問	

熊
谷
川
、
九
頭
宇
谷
川
の
抜
本

的
な
改
修
を
県
に
強
く
要
望
す
る
考

え
は
な
い
か
。

答	

熊
谷
川
に
つ
い
て
は
、
現
在
改

修
施
工
の
延
長
が
三
百
六
十
五
㍍
で

引
き
続
き
用
地
取
得
に
努
力
し
て
い

る
。
国
道
三
一
八
号
線
周
辺
か
ら
事

業
計
画
の
調
査
、
検
討
を
進
め
て
い

く
。
ま
た
、九
頭
宇
谷
川
に
つ
い
て
は
、

危
険
か
所
、
漏
水
か
所
等
は
修
繕
工

事
で
対
応
し
て
い
く
。
今
後
県
に
要

望
し
て
い
く
。

問	

県
道
船
戸
切
幡
上
板
線
の
幅
員

の
狭
い
危
険
な
か
所
、
バ
イ
パ
ス
の

未
完
成
部
分
の
対
応
は
。

答	

県
へ
の
要
望
を
し
、
事
業
完
成

に
向
け
努
力
し
た
い
。

問	

土
成
中
学
校
横
道
線
通
学
路
の

早
期
完
成
は
。

答	
条
件
が
整
い
次
第
、
五
年
間
の

交
付
金
事
業
と
し
て
国
に
申
請
し
て

い
く
。

問	

土
成
町
の
公
民
館
に
も
職
員
を

配
置
す
る
べ
き
で
あ
る
。

答	

公
民
館
は
、
現
在
四
町
間
に
格

差
が
あ
り
、
是
正
を
考
え
た
い
。

問	

新
庁
舎
建
設
用
地
に
、
阿
波
農

業
高
校
跡
地
を
県
に
申
し
入
れ
を
す

る
考
え
は
な
い
か
。

答	

私
共
も
候
補
地
の
一
つ
と
い
う

こ
と
で
県
等
に
そ
う
い
う
申
し
入
れ

を
し
て
、
検
討
を
し
て
も
ら
っ
て
、

い
ろ
い
ろ
詰
め
を
し
て
い
き
た
い
。

〈
議
会
だ
よ
り
編
集
雑
感
〉

　

六
月
議
会
は
、
二
十
五
件
の
議

案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
う

ち
、
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め

る
案
件
が
八
件
、
報
告
案
件
が
三

件
で
、
全
議
案
の
四
十
四
％
に
当

た
る
十
一
件
が
市
長
よ
り
専
決
処

分
及
び
報
告
事
項
と
し
て
提
案
さ

れ
、
審
議
の
結
果
承
認
さ
れ
ま
し

た
。
専
決
処
分
事
項
に
つ
い
て
は
、

事
務
処
理
上
や
む
を
得
な
い
と
認

識
し
ま
す
が
、
議
会
へ
の
事
前
説

明
が
求
め
ら
れ
る
と
い
う
声
が
あ

り
ま
し
た
。

　

今
年
は
四
年
に
一
度
の
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
が
北
京
で
開
催
さ
れ
、
水

泳
の
北
島
選
手
を
は
じ
め
日
本
選

手
の
活
躍
は
、
世
界
に
大
き
な
夢

と
感
動
を
呼
び
ま
し
た
。
阿
波
市

か
ら
も
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
が
育

つ
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
木
村
）

正木文男 議員
（阿波清風会）

武田　矯 議員
（志政クラブ）

吉田　正 議員
（阿波みらい）

篠原啓治 議員
（市民クラブ21）

木村松雄 議員
（志政クラブ）
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活 動 状 況 報 告

学校給食の先進的取り組みについて視察研修（高知県南国市）
文教厚生常任委員会

　平成20年7月16日、文教厚生常任委員、教育委員など計16名が参加し、学校給食におけ
る地産地消の推進、食育の推進等の先進的取り組みについて調査するため、高知県南国市
の行政視察を実施し、現地で研修を受けました。

＜主な視察研修事項＞
■学校給食改革への取り組み
　○食べ残しゼロ
　○地域住民との連携
　○地元食材の活用
　〜中山間地米を自校炊飯
　　による完全米飯給食〜
■教育のど真ん中に「食育」

南国市役所での研修


